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1.　プロジェクトの目的と概要

　本プロジェクトは，2021 年 3 月 25 日に社会情

報学部が相模原市の「さがみはら SDGs パートナー」

となったことを契機として，SDGs の目標達成に向

けて産官学が連携して学びと情報共有の場を設ける

ことを目的としている．

　これまでの実績として，2021 年度「共にささえあ

い生きる社会の実現－障がいのある学生の社会参加

を目指して－」では，障がい，ケガ，病気によって支

援を必要とする学生の進路・就職に焦点をあて，自治

体や大学のサポート体制，障がい学生の進路・就職に

求められるサポート，企業側の受け入れ体制などにつ

いて，相互に理解しあう場を提供する目的でシンポジ

ウムが開催された．また，2022 年度「脱炭素社会の

実現を目指して－産官学の視点から－」では，脱炭素

社会の構築に向けた企業・自治体・大学・研究機関・

地域社会の相互理解が進むことを期待してシンポジ

ウムが開催された．

2.　本年度の取組み

　本年度の活動としては，相模原市主催「ZERO 

CARBON ポスターセッションチャレンジ」企画運営，

市民向け講座オーサーズカフェ，そして SDGs に関

連する勉強会の開催とが挙げられる．

2-1.　「ZERO CARBON ポスターセッ

ションチャレンジ」企画運営

　「ZERO CARBONポスターセッションチャレンジ」

[1] は，相模原市主催の大学生による脱炭素社会実現

に向けた施策アイデアコンテストである．本年度も本

プロジェクトメンバーが相模原市からの委託事業の企

画運営を担当した．事業要領は以下の通りである．

　開催日時：2024 年 11 月 16 日（土）

　　　　　　14:00-16:15

　会場：青山学院大学相模原キャンパス F 棟１階

　　　　ラウンジ

　参加チーム：4 大学 9 チーム（40 名）
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　参加者総数（発表者を含む）：96 名

　企画運営業務は 5 月より開始した．主なスケジュー

ルは下記の通りである．

　5 月 打ち合わせ開始

　6 月 さがみはら環境まつりにて昨年度の ZERO 

 CARBON　　

 ポスターセッションチャレンジ参加者発表

　7 月 市と大学の委託契約書類準備

　8 月 チラシ作成

　9 月 オンラインミーティング

　10 月 審査員および副賞決定

　11 月 16 日 ZERO CARBON ポスターセッション

 チャレンジ

　12 月 副賞発送

　2 月 実施報告書作成

2-2.　オーサーズカフェ

　 本プロジェクトメンバーが相模原市立 市民・大学

交流センター「ユニコムプラザさがみはら」[2] の事

業の一つであるオーサーズカフェに登壇し，日本のご

み処理やリサイクルの現状，近年注目のプラスチック

問題やフードロス問題にふれながら，サーキュラーエ

コノミー（循環経済）についての知見を広げることを

目的とした市民向け講座を担当した．

　概要は以下である．

日程：2024 年 4 月 27 日（土）14:00-15:00

場所：ユニコムプラザさがみはら

　講演テーマに関連する SDGs ゴールは主に「12 つ

くる責任 つかう責任」であるが，ごみ処理やリサイ

クルは循環型社会形成のみならず，気候変動や海洋環

境とも関連するため，広く持続可能な地域社会形成に

資するものであると考えられる．

図 1　ZERO CARBON ポスターセッションチャレンジ

特設サイト

図 2　ZERO CARBON ポスターセッションチャレンジ

配布チラシ

図 3　閉会式の様子

図 4　オーサーズカフェ
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2.3 勉勉強強会会 
 2 月，3 月にかけて勉強会を開催する予定である．テー

マとしては，「気候変動対策およびごみ処理・リサイクル

の国際比較」が予定されている． 

 その他，これまでの検討で挙がったテーマには以下があ

る． 

・循環型社会構築に向けた動向 

・障がい者スポーツ 

・LGBTQ＋ 

・プラスチック資源循環 

・森林資源の保全と有効活用 
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三友グループ

「 コ ーヒ ー豆かすの

再資源化からの ZER O  CA R BON 」

増田光彦（ 三友環境総合研究所 執行役員 SID事業部長）

株式会社 P X P

「 ゼロカーボンに資する

次世代型ソ ーラーパネルの開発」

杉本広紀（ 取締役 CTO）

発表チームがアイデアをまとめたポスターを会場に展示します。

会場に並んだポスターの前で発表者がプレゼンを行い、

来場者からの質疑応答や意見交換をし ます。

来場者による投票と審査員による審査により優秀チームを表彰します。

イベント 概要

会場： 青山学院大学 相模原キャンパス

＜昨年度の様子＞

Z E R O  C A R B O N 賞
D A S SU

特設サイト はこちら

【 問い合わせ先】 Z ER O  CA R BO N  ポスタ ーセッ ショ ンチャ レンジ事務局

テーマ「 2 0 5 0 年の脱炭素社会の実現に向けて、 市と事業者、

　 　 　 　 大学、 市民、 団体等が連携・ 協力して行う べき取組」

（ 受付開始 1 3 : 3 0 ）

大学生と一緒に脱炭素社会づく りについて考えてみませんか？

特別
企画

Z E R O  CA R B O N 取組紹介
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場所：ユニコムプラザさがみはら 

 

 講演テーマに関連する SDGs ゴールは主に「12 つくる責

任 つかう責任」であるが，ごみ処理やリサイクルは循環型

社会形成のみならず，気候変動や海洋環境とも関連するた

め，広く持続可能な地域社会形成に資するものであると考

えられる． 

図 4 オーサーズカフェ  

 

2.3 勉勉強強会会 
 2 月，3 月にかけて勉強会を開催する予定である．テー

マとしては，「気候変動対策およびごみ処理・リサイクル

の国際比較」が予定されている． 

 その他，これまでの検討で挙がったテーマには以下があ

る． 

・循環型社会構築に向けた動向 

・障がい者スポーツ 

・LGBTQ＋ 

・プラスチック資源循環 

・森林資源の保全と有効活用 

 

図 5 本プロジェクトと関連する SDGs のゴール 

 

参参考考 URL 
[1] ZERO CARBON ポスターセッションチャレンジ  

https://sgmhr.si.aoyama.ac.jp/zeroc/ 
（参照日：2025 年 1 月 31 日） 

[2] ユニコムプラザさがみはら オーサーズカフェ 
  https://unicom-plaza.jp/news/14629 
  （参照日：2025 年１月 31 日） 
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三友グループ

「 コ ーヒ ー豆かすの

再資源化からの ZER O  CA R BON 」

増田光彦（ 三友環境総合研究所 執行役員 SID事業部長）

株式会社 P X P

「 ゼロカーボンに資する

次世代型ソ ーラーパネルの開発」

杉本広紀（ 取締役 CTO）

発表チームがアイデアをまとめたポスターを会場に展示します。

会場に並んだポスターの前で発表者がプレゼンを行い、

来場者からの質疑応答や意見交換をし ます。

来場者による投票と審査員による審査により優秀チームを表彰します。

イベント 概要

会場： 青山学院大学 相模原キャンパス

＜昨年度の様子＞

Z E R O  C A R B O N 賞
D A S SU

特設サイト はこちら

【 問い合わせ先】 Z ER O  CA R BO N  ポスタ ーセッ ショ ンチャ レンジ事務局

テーマ「 2 0 5 0 年の脱炭素社会の実現に向けて、 市と事業者、

　 　 　 　 大学、 市民、 団体等が連携・ 協力して行う べき取組」

（ 受付開始 1 3 : 3 0 ）

大学生と一緒に脱炭素社会づく りについて考えてみませんか？

特別
企画

Z E R O  CA R B O N 取組紹介

2-3.　勉強会

　2 月，3 月にかけて勉強会を開催する予定である．

テーマとしては，「気候変動対策およびごみ処理・リ

サイクルの国際比較」が予定されている．

　その他，これまでの検討で挙がったテーマには以下

がある．

・循環型社会構築に向けた動向

・障がい者スポーツ

・LGBTQ ＋

・プラスチック資源循環

・森林資源の保全と有効活用 


